
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    令和８年度 役員一覧 敬称略   ♢よろしくお願いします 

≪会 長≫ 三浦真由美（卒業生保護者） 

≪副会長≫ 髙橋 雅人（同窓会会長）  大沢 和浩（元校長）   菊地 真理（校長） 

≪参 与≫ 濱田 啓子（元校長）    西山登喜雄（元校長） 

       塚本 宏明（元校長）    佐藤 淳（元教頭） 

≪理 事≫ 高野  豊（卒業生保護者）  

工藤 憲一（秋田県聴力障害者協会会長） 

田中友木子（卒業生保護者） 深澤 紘（同窓会会員）     

佐藤由美子（PTA 会長）    中島奈津子（PTA 副会長）      

三浦 洋子（PTA 副会長） 

小野 武則（教頭）     日景 俊也（事務長） 

≪監 事≫ 本校 PTA 監査  

≪会 計≫・≪幹 事≫ 本校職員 

５月８日（金）、本校会議室において令和８年度後援会総会を開催しました。総会では、令和７年

度事業報告・会計決算報告、令和８年度事業計画・予算案などについて審議が行われ、すべて承認さ

れました。 

事業報告では、運動会での後援会種目「借り人競争」、デフリンピック応援イベントへの協力、寄

宿舎行事や難聴児童交流会への支援、部活動遠征費補助など、後援会が子どもたちの学習や交流活動

を幅広く支えていることが報告されました。また、進路学習用図書の購入や卒業生への就労支援など、

進路指導に関する支援についても紹介されました。 

今年度の主な事業として運動会後援会種目、部活動の東北・全国大会出場支援のほか、第５０回全

国高等学校総合文化あきた総文２０２６での手話パフォーマンス披露について説明がありました。 

また、近年の郵送費や印刷費の増加を受けて、後援会だよりの発送方法について見直しが提案され

ました。卒業生への発送は今後も継続する一方、旧職員への発送対象を見直し、印刷方法についても

校内でのモノクロ印刷へ変更することで、経費削減を図ることが承認されました。 

総会後には参加者による近況報告が行われ、懐かしい交流の場となりました。最後に菊地校長から、

今年度は全校児童生徒２５名でスタートしたことや、学校の情報発信の充実、あきた総文２０２６で

活躍する子どもたちへの応援についてお話がありました。 

 

 

第４５号 
 

発行  

令和８年８月３日 

秋田県立聴覚支援学校後援会事務局 

秋田市南ケ丘一丁目１番１号 

（住所変更しました） 

令和８年度 聴覚支援学校後援会総会 

令和７年度 会計決算報告 

収入決算額 955,922 円 

支出決算額 348,406 円 

事

務

費 

通信事務費 82,740 円 

会議費 12,600 円 

事

業

費 

支援費 223,771 円 

研修費 26,003 円 

広報活動費 3,292 円 

雑費・予備費 0 円 

※残金 607,516 円は、令和８年度

に繰り越しました。 

総会の様子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災ワークショップ（7 月 10 日） 

 

 

後援会費にご協力をいただいた皆様（敬称略、順不同）温かいご支援ありがとうございます  

 

本校高等部の生徒と保護者を対象に、防災ワークショップを実施しました。県防災アドバイザーを

講師に迎え、災害発生時の避難の流れや避難所運営について学んだほか、テントや段ボールベッドの

組み立てなど、模擬避難所の設営にも取り組みました。会場では手話や音声認識をもとに状況を考え

ながら協力して活動し、防災への理解を深めました。 

災害時、聴覚障害のある人は「支援を受ける側」と見られがちですが、必要な情報が適切に保障さ

れれば、避難所運営を支える大切な担い手にもなります。今回のワークショップは、自らの安全を守

る力を身に付けるだけでなく、地域の一員としてどのように貢献できるかを考える貴重な機会となり

ました。 

 また、この取組は地域紙にも 

大きく掲載されました。これか 

らも地域とのつながりを大切に 

しながら、防災教育の充実に取 

り組んでいきます。 

安田修利  秋元和彦  飯坂諭  小川幸也  和賀和也  内田久勇  加藤薫  永井寿子 

照井真紀子  成田昇  脇坂良子  佐々木義範  伊藤広夢･理香  羽川美紗子･紀子 

坂野和夫  兎沢修･紀美子  加藤雅清  渡辺幸子  寺下泰右  石井辰徳  宇田川重雄 

大山節  大沢和浩  伊藤晃子  豊嶋新二  浦嶋誠悦  高橋秀之･洸佑  加藤理子 

深澤紘  梅田佳予子  菅原玉樹  高橋秀之･光子  西山登喜雄  松橋登士昭  佐藤淳 

髙橋亮  三森久美子  奥田育代  山本利光  佐々木栄悦  佐藤ひとみ  小林宇文  

小松重夫  北嶋三知雄  佐藤清英  鳥潟正光  伊藤博  大嶋央子  藤原公成   

畠山陽稀  佐藤照幸･菜摘  三浦正孝  安藤巳智子  佐藤光枝  志渡万里子  小笠原光 

高橋正純  宝池文暁  濱田啓子  妹尾裕子  妹尾弘  永井英男  伊藤潤  林栄美子 

目黒知子  鈴木るみ子  小玉幸子  加藤深湖  永井慎吾  渋谷宏美  仁村隆司 

三浦真由美･拓郎･誠  塚本宏明  畠山尚子 （６月 26日現在） 

東北地区聾学校体育大会福島大会（7 月 3 日～４日） 

 

 

【卓球競技】 

１部女子 第４位 高等部２年 高橋 結乃 

１部男子 優 勝 高等部２年 佐藤 湧月 

１部男子 第３位 高等部３年 佐々木琉加 

 選手は、緊張した様子は見られたものの練習で

取り組んできたことを十分に発揮することがで

きました。団体戦では他県と連合チームを組み交

流戦を行いました。１１月の全国大会では３名と

も個人戦・団体戦に出場します。 

【陸上競技】 

高等部２年 松山琉唯  男子 400ｍ ２位 

            男子 200ｍ ３位 

高等部１年 佐藤来海  女子 100ｍ ３位 

            走り幅跳び ２位 

 

 松山選手は今大会で２種目とも自己ベストを

更新し前大会での悔しさを晴らしました。佐藤選

手は初めての大会とは思えぬ集中力を発揮しま

した。２名とも１０月の全国大会に出場します。 

後援会からご支援いただいた

事業を紹介します 


